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＜連絡事項＞

・緊急連絡網の注意事項を追加していますので各自確認お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・坂　貢様～膝の痛みが改善傾向にある為、FK散(建胃消化薬)、ロキソニン(解熱鎮痛消炎剤)は本日飲み切り中止となっています。

・菅野　勝利様～風邪症状改善見られた為、ツムラ小青竜湯(漢方製剤)は本日飲み切り中止となっています。

・袴田　将志様～風邪症状改善見られた為、ツムラ葛根湯(漢方製剤)は本日飲み切り中止となっています。

・角谷　春美様～本人様より10/26(水)～10/28(金)外泊希望聞かれ主治医より外泊許可となっています。

　　　　　　　　旦那様の面会について～旦那様の歩行状態が良くない為、本人様が外来へ下りて面会したいと希望聞かれ、主治医へ確認しスタッフ付き添いするようにとの事で許可となっています。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・出河　攻様、中森　みや子様、問題なく実施できています。

＜注目患者様ケース検討＞

・石切　久様～10日より幻聴の訴え聞かれ夕食の不食が続いています。また、各プログラムも途中退席し自室にて休まれています。引き続き幻聴の訴えやプログラムの取り組み状況を観察していきましょう。

＜作業療法報告＞

・石切　久様～作業では幻聴の訴えは聞かれていません。取り組み状況は良くなく、ストーブ前にいる事が多く見られます。本人の状態に合わせ作業を行っていきます。

・赤坂　順市様～昨日ハロマンス筋注により昨日と本日の2日間作業を途中退席されています。今後も続くようであれば声掛けしていきます。

・角谷　春美様～旦那様の面会を気にされ病棟での作業を希望されています。しかし、聴きたいラジオがあるから自室で作業をしたいとの発言も聞かれている為、主治医へ情報提供し統一した対応をとっていきます。

・10/16から作業スタッフの異動があります。

＜川端Ｄｒ患者様症例検討会＞

・宮本　建蔵様～本日2回目の症例検討会を実施しています。

　　　　　　　　＜前回からの問題点として＞

　　　　　　　　・面会、外出、外泊の頻度について

　　　　　　　　　→面会はなし。外出泊は保護者ではなく盛岡在住の妹様が行っていた。

　　　　　　　　・保護者との連絡について

→保護者(八戸在住の妹様)への連絡はつかず、盛岡在住の妹様から保護者へ連絡を取ってもらっていた。

　　　　　　　　・家族関係について

　　　　　　　　　→妹様同士の連絡は頻回に取っていた訳ではなく、外出泊時の連絡など用事がある時のみ連絡を取っていた。

　　　　　　　　　　家族関係について確認。

　　　　　　　　・保護者変更について

　　　　　　　　　→現在の保護者への連絡がつかない為、盛岡在住の妹様へ保護者の変更を検討していく必要がある。竹内PSWへ確認していく。

　　　　　　　　・西病棟への異動を拒んだ理由について

　　　　　　　　　→事実確認は行ったがそのような事実はありませんでした。現在も部屋の入り口側に枕を向けて休まれている事から、何かをされるのではないかと不安を抱いている可能性があります。

　　　　　　　　・タバコについて

　　　　　　　　　→他者に要求される事があった為、スタッフ管理とし吸いたい時に吸いに来てよい事を伝え本人様へタバコの管理について確認していく。

＜川端Ｄｒ診察＞

・山下　拓也様～下痢の訴え聞かれ、センナリド(下剤)止めとなっています。また、レボトミン(精神神経用剤)4T→2Tへ減量となっています。便秘に注意して下さい。予測指示(便秘時)10/20まで継続処方となっています。

・曽我　正子様～昨日、右目の充血・疼痛の訴え聞かれ処方となった点眼液はなくなるまで続けるよう指示があります。点眼液がなくなる前に診察をするとの事です。また、前回の薬剤血中濃度が低い為10/24(月)採血の指示がでています。また、薬剤血中濃度の数値が低い為定期薬変更となっています。

・佐々木　淳様～手指の振戦みられタスモリン(抗パーキンソン剤)(1)2Ｔ　2×6Ｔ臨時薬処方(以後定期)となっています。

　　　　　　　　予測指示(便秘時)10/20まで継続処方となっています。

・宮本　建蔵様～下痢が続きアローゼン(下剤)を除薬する事ある為、定期薬中止し臨時薬へ変更となります。また、エンシュアリキッド(軽腸栄養剤)を中止し、MA-8プラス(高栄養流動食)へ変更となっています。

・角谷　春美様～10/26～10/28の外泊後家族面談を実施予定としています。主治医より11/1(火)16:00または11/2(水)16:30のどちらか娘様が必ず出席できる日に面談を実施するとの事です。また、面談後そのまま退院する可能性があるので、当日までに退院に向け書類の準備をしておくように指示があります。

　　　　　　　　　前回の処方同内容にて本日より6日分処方し臨時薬→定期薬へ変更となっています。下痢をして頻回に排便があるせいで肛門周囲から出血があるとの事でボラザG軟膏(痔疾用剤)1ヶ処方となっています。予測指示(不眠時・下痢時)、ハルラック(催眠鎮静剤)、カマ(酸化マグネシウム)継続、排便-3時のアローゼン(下剤)は止めとなっています。

　　　　　　　　　湿疹の具合いについて観察を続けていくようにとの事です。

・佐々木　葉子様～退院時処方14日分処方となっています。

＜小坂Ｄｒ診察＞

・佐々木　康子様～不正出血みられている事から本日婦人科診察を行っています。診察の結果、現在は出血もなく異常所見ないとの事です。閉経しても時には出血がある事あり、下腹部触診にても子宮は触れず心配ない事を本人様へ説明し了解を得ています。

